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　現在、水加ヒドラジンの情報が非常に限られていることもあり、本リスク評価では、
無水ヒドラジンの情報を基に行いました。また、生物に対するいくつかの安全性評価で
は、無水ヒドラジンよりも水加ヒドラジンの方が生物に対する安全性は高くなる傾向が
あります。

MuSEMを用いた平成26年度のヒドラジンの排出量/移動量に基づく兵庫県下におけるMOSは、約18,000となりま
した（MOS値が100以下だと人体・自然へのリスクが高いと判断されます）。今後、GIS多媒体環境動態予測モデル
（G-CIEMS）を用いた同様の安全評価シミュレーションを行うことが必要です。
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STEP3 : 環境中へのヒドラジンの排出量/移動量の調査
→各都道府県のヒドラジン排出量/移動量（平成26年度）を経済産業省のHP
より取得しました。

STEP4 : 環境リスクの統合アセスメントプログラム
　　　　 (MuSEM) を用いたリスク評価
→STEP1~3で得られたデータおよび関西学院大学が設置されている兵庫県
下の自然環境特性データ（人口・面積など）をMuSEMに導入し、ヒドラジン
曝露による人体・自然へのリスク評価を安全係数（MOS）の算出にて行いま
した。

STEP1 : ヒドラジンの物理化学的性状の調査
→調査したヒドラジンの物理化学的性状は、表1にまとめました。この中でも
半減期の情報は、非常に重要な要素を占めます。

STEP2 : ヒドラジンの生物に対する安全性評価
→ヒドラジンの生物に対する攻撃性評価結果を表2（水棲生物）と表3（哺乳
類）にまとめました。この評価は、生物個体の半数致死濃度（LC50）や半数致
死量（LD50）、無影響濃度（NOEC）で判断し、数値が小さいほど攻撃性が強
くなります。シミュレーションには、最も辛口の評価となるよう、最小値を用
いました（表2と表3の赤字）。

表1. 無水ヒドラジンの物理化学的性状

表2. 水棲生物に対する無水ヒドラジンの攻撃性評価

表3. 哺乳類に対する無水ヒドラジンの攻撃性評価


